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病院紹介

救急・高度な医療を担う

「市民の最後の砦」

中央市民病院
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神戸市立医療センター中央市民病院は大正13年3月1日に市立神戸診療所とし

て開院以来、令和6年3月1日で創立100周年を迎えました。100年という長い歴史

の軌跡において、人と人の絆で紡いだエビデンスに基づく、信頼の医療・看護を提

供してきました。これからも続いていく未来を私たちと一緒に紡いでいきましょう。

100年の絆で紡ぐ、信頼の医療

厚生労働省による「全国救命救急センター評価」で、全国300の施設中、10年

連続で第1位の評価をいただきました。2023年における当院の成績は、評価

対象となる全45項目すべてにおいて満点を獲得し、充実段階評価において最

高の『S』評価を得ています。兵庫県における「新型コロナウイルス感染症重症

等特定病院」として重症患者を受け入れるなど、これからも、市民の最後の砦

として救急医療に尽力していきます。

救 急 医 療 で1 0 年 連 続 全 国 1 位
（2014～2023年）
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大規模災害に対応するため、屋上にはヘリポートを設置。ライフラインは配

線・配管の二重化を図り、自家発電設備や3日間分の備蓄を完備しているほ

か、災害・大規模事故発生時には追加で300人を収容できるスペースも確保

しています。東日本大震災発生時には、職員を被災地に派遣して対応にあた

りました。

災 害 拠 点 病 院03

病院の特長
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神戸市の基幹病院として、高度最先端医療に重点を置いて取り組んでい

ます。医師・看護師・薬剤師・技師などがチームを組んで治療にあたれるよ

う、高度専門医療センター（心臓センター、脳卒中センター、がんセンター、

総合周産期母子医療センター、血管造形・IVRセンター、ロボット手術セン

ターなど）を多数設置しています。

高 度 最 先 端 医 療 の 提 供02

手術支援ロボット「hinotori」

IVRセンター

藤原のり子
副院長兼看護部長

当院が目指しているのは、急性期病院としてしっかりとフィジカルアセスメントを

行い、エビデンスに基づいた看護を提供することです。そして身体面だけでなく、

精神的・社会的側面のサポートも重視しています。また、新人看護師がリアリティ

ショックを受けない取り組みに力を入れている点も特徴です。患者さんが回復さ

れる過程に寄り添うのは簡単ではありませんが、大きなやりがいがあります。

急性期医療に関心のある方、共に患者さんを笑顔にする看護を実践しましょう。

エビデンスに基づいた看護で
患者さんを笑顔に
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768床（うち感染症病床10床）

1,192名

一般病棟７：1看護体制

二交代

地域医療支援病院、救命救急センター指定病院、
病院機能評価認定施設、災害拠点病院、
地域がん診療連携拠点病院、臨床研修指定病院、
第一種感染症指定医療機関、第二種感染症指定医療機関、
総合周産期母子医療センター ほか

病 床 数

看 護 職 員 数

看 護 体 制

勤 務 体 制

認 定 施 設

ペアナーシング、
プライマリーナーシング

（周産期部門のみ）

11.8日

233,364人

413,225人

9,702件

8,112件

看 護 提 供 方 式

平 均 在 院 日 数

延 入 院 患 者 数

延 外 来 患 者 数

手 術 件 数

救急車搬送受入数

概 要  〈2024年4月現在〉

OV E RV I EW 中央市民病院の
詳細はこちら！
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医療で市民の生活を支え

地域とともに成長する

西市民病院
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当院の開院は昭和45年。以来、神戸市市街地西部の中核病院として24時間体

制で安定した救急医療を提供してきましたが、施設の老朽化やスペース不足の

問題を受け、令和13年度以内に、JR新長田駅前の若松公園内に移転すること

が決まりました。新病院では重症部門や救急医療を強化するほか、患者さんの

療養環境の充実を図る予定です。地域になくてはならない病院として、さらなる

発展を目指しています。

令和13年に新築移転予定

高齢化が進んだ地域にある当院は、急性期医療を担うとともに、認知症や生活

習慣病などの重症化予防や生活を整えることにも力を入れています。今日まで

培ってきた、「やさしさとぬくもりのある質の高い看護」「地域に密着した看護」の

提供を軸に、さらに急性期看護の力をつけ、寄り添う看護に自信とやりがいを

持って働き続けられることを目指しています。看護師教育は、実践能力を身に着

けられるプログラムを組み、新人が現場に馴染めるように心身のサポートも重視

しています。さあ、当院の看護の扉を開けてみませんか。

吉田直子
副院長兼看護部長

患者さんに関心を寄せ、
手を差し伸べる看護
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高齢化が進んだエリアの中核病院として、地域と連携しながら患者さんの

生活背景にまで目を向けた支援を大切にしています。各病棟には退院支援

看護師、担当の医療ソーシャルワーカー（MSW）を配置し、病棟看護師や医

師、コメディカルと協力して在宅療養支援を積極的におこなっています。

在 宅 支 援 の 充 実03

患者さんが住み慣れた地域で安心して生活できるように、病病・病診連携に

加え、病介護・看看連携を強化。市内の医療介護関係者との交流会や多職

種カンファレンスなどを通して、顔の見える関係づくりを大切にしています。

また市民に向けた公開講座や小児アレルギー教室、マタニティヨガなどの

子育て支援を実施しており、地域住民への情報発信にも力を入れています。

地 域 全 体 で成 長する病 院02

神戸市市街地西部の中核病院として、365日24時間体制で1～2次救急の受

け入れを行っています。救急隊との意見交換などを通じて地域の救急医療

のニーズを把握し、救急車を積極的に受け入れており、地域の安定した医療

体制を支えています。

地 域 とつ な がる急 性 期 病 院01

病院の特長
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358床

425名

一般病棟7：1看護体制

二交代

地域医療支援病院、病院機能評価認定施設、
臨床研修指定病院、神戸市災害対応病院、
がん診療連携拠点病院に準じる病院、
神戸市認知症疾患医療センター ほか

病 床 数

看 護 職 員 数

看 護 体 制

勤 務 体 制

認 定 施 設

チームナーシング＋受け持ち制

11.2日

103,921人

183,171人

3,230件

4,247件

看 護 提 供 方 式

平 均 在 院 日 数

延 入 院 患 者 数

延 外 来 患 者 数

手 術 件 数

救急車搬送受入数

概 要  〈2024年4月現在〉

OV E RV I EW 西市民病院の
詳細はこちら！
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ニュータウン・神戸西地域の

急性期医療を担う

西神戸医療センター
�������� � �� ���������

������ �
��	��� �

西神戸医療センターが位置するのは、駅前の複合型商業施設の一角です。ショッ

ピングセンターや飲食店が集まる便利なエリアながら、大きな公園もあります。

緑も豊かで、とても暮らしやすい場所にあるので、仕事帰りに気分転換もしやす

いです。「暮らしやすさ」も当センターの大きな魅力となっていて、結婚・出産とラ

イフステージが変化しても、キャリアを継続することができます。

仕事とプライベートを両立できる場所

当院は神戸西地域のニーズに沿った幅広い医療を展開している急性期病院で、

開院時からチーム医療を重視していることが特徴です。私たちは、身体のアセス

メントだけでなく、患者さんの思いを大切にし、その人らしくいられる看護を提供

することを目指しています。新人看護師の教育は、精神面へのケアも含め、必要

な時に必要なスキルを身につけられるように工夫を凝らしています。自分の成長

を確認しながら、想い描く看護師像に向かって進んでいく、そんなキャリアの一歩

を当院から始めてみませんか。

小林由香
副院長兼看護部長

患者さんの思いを大切にする看護
自分も成長していける環境
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西神戸医療センターの
詳細はこちら！

470床

568名

一般病棟  7 ：1 看護体制
結核病棟 10：1 看護体制

二交代（一部三交代）

地域医療支援病院、病院機能評価認定施設、
神戸市災害対応病院、地域がん診療連携拠点病院、
臨床研修指定病院、第二種感染症指定医療機関、
結核指定医療機関 ほか

病 床 数

看 護 職 員 数

看 護 体 制

勤 務 体 制

認 定 施 設

セル看護提供方式®
一部チームナーシング（2025年4月現在）

10.0日

124,630人

354,664人

6,190件

5,243件

看 護 提 供 方 式

平 均 在 院 日 数

延 入 院 患 者 数

延 外 来 患 者 数

手 術 件 数

救急車搬送受入数

概 要  〈2024年4月現在〉
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「あなたを支えます！ 心のこもったがん診療とケアで」をスローガンに、一人

ひとりの声に耳を傾けて「その人らしく生きること」を支えるケアを大事にし

ています。患者さんの意向を尊重した意思決定支援が当院の強みです。多職

種チームで専門性を発揮し、患者さんと家族が大事にしていることを守り抜

くチーム力があります。退院時には、患者さん、ご家族と地域の多職種チーム

が顔を合わせて話し合う場を持ち、患者さんの意向を地域へつないでいます。

出 会 いから最 期 まで支 えるがん 看 護03

全世代の急性期医療を安心して任せていただくために、さまざまな体制や

設備を整えています。周産期センターでは、通常の分娩からハイリスク分娩

まで幅広いお産に対応しています。小児病棟は、小児専用病床であり、救急

患者の受け入れを積極的に行っています。また、高齢者サポートチームで

は、認知症の方が病棟デイケアなどを通して、環境に慣れ、急性期治療を

滞りなく受けられるように早期から介入しています。

新 生 児から高 齢 者までを担う急 性 期 医 療02

当院は西神ニュータウンの誕生とともに、地域医療のモデル病院、そして

神戸西地域の急性期病院として開院しました。また地域の中核病院として

24時間365日、1～2次救急の患者を受け入れ、手術、カテーテル治療、内

視鏡治療などの必要な治療がいつでも受けられるように体制を整えてい

ます。「この病院で産まれ、この地域で育ったので、この病院で働いて地域

に貢献したい」という職員の声もよく聞きます。

地 域 とともに 歩 んできた 急 性 期 病 院01

病院の特長
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